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水晶の旋光性を利用した可変色フィルター

斎　藤　弘　義　　久保田

　2’枚の偏光板の間に光軸に垂直に切った水晶板を挿入

し，これに白色光を投射してやると，水晶の旋光性のた

め偏光面が回転され，その程度が波長により異なるため

着色した透過光が得られる。その際透過光の色相は偏光

子間の角度を変えて行くと順次変って来るので，可変色

フaルター一として利用できることになるが，このように

水晶が1枚だけの光学系では如何にその厚さを変えてみ

ても，表現し得る色の数は制限され，純度の高い色は出

てこない。そのため水晶を数枚組合わせる等の工夫がな

されてきたが末が充分とはいい難く，特に赤等は純度が

悪iい。筆者等は水晶及び偏光板の組合せにB．Lyotが偏

光干渉ブaルターの構成に用いた原理を採用して，すべ

ての色相に亘って純度の良い色の光が得られる可変色フ

ィルターを製作した。

　　Pe　Ql　Pt　a2　P2　　　a．　　　P3

1　 Ts

　　　d　　2d　　　　4d

　　　　　　　　　第　　1　　図

　第1図の如く，水晶と偏光板を組合ぜ，その時i）水

晶の厚さをd，24，4d－・（一般に2”d），　ii）偏光子の

偏光面をそれぞれ前のものに対してθ，2θ，4θ…（一般に

2”θ）としてやる時は，この光学系全体の透過率T・，、は水晶

の旋光角をψ（但しqは波長及び厚さdの函数）とすると
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となる。この式は

第2図の如く各厚

さに応じて生ずる

channel　spectra

の中共通のθ・＝mπ

の所のみ透過帯が

残り他は打消され

ることを示し，水

晶板の数をふやす

ことによっていく

らでも透過幅を狭

くし得ること，す

なわち純色に近い

透過光が得られる

ことを示している。更に偏光板の偏光面を，それぞれ前

述の関係に保ったままで回転させると，透過帯は波長域

を移動して連続的に色が変ってくる。われわれの目的と

広

する「色純度がすべての色相において高い」フィルター

を作るためには，水晶の厚さを適当に選ばなければなら

ない。回転偏光による色は近似的に既に当研究室にお

い充分調べられている光学的薄膜の干渉色あるいは複屈

折性結晶の現色偏光の色と同様に取扱うことができるの

で，これ等の結果を利用して二重型，三重型（水晶の枚

数に応じてこう呼ぶことにする）の場合の種々のdの値

に対して色度計算を行った。その結果はC．1．E色度図

上で，それぞれθの変化に応じて，第3図，第4図の如き

軌跡を画くことが判る。この図からも見られるように何

れの場合もd＝6mmのものが最も適当であるといえる。

　以上の考察に基ずいて，偏光板の回転を歯車の聯動装

置により行い，d－6mm三重型のフィルターを試作して

所期の成果を挙げることができた。この可変色フィルタ

ーは構造が簡単で，色相の変換が容易に連1的に行える
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ので，種々応

用が考えられ

るが，特に透

過光の純度が

非常に良く，

殆んどすべて

の物体色は前

図の軌跡内に

含まれるから

適当な工夫に

ょって，この

フィルターに

よる色光に白

色光を任意割

合混色して彩

度を変え，明

るさを調節す

る手段を加え

れば測色計と

しても利用で

きるだろう。

なお本装置の

試作について

は日立製作所

多賀工場の牧

野，篠田両氏

に色々お世話

になったので

ここに記し御

礼を申上げる。
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